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外航・国内クルーズ乗客数の推移
（単位：人）

年
日本船社運航船 外国船社運航船 小計 対前年比 小計外航クルーズ船 内航フェリー 対前年比 対前年比

合　　計国内クルーズ外航クルーズ
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22,700

21,100

18,400
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16,700

20,000

21,400

20,100

48,100
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‒2.7%

84.3%

‒11.6%

‒19.0%

‒37.0%

24.7%

6.3%

9.4%

12.7%

7.3%

‒4.3%

‒13.3%

‒0.7%
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‒4.3%

‒1.0%

‒3.6%

27.5%

‒7.3%

‒15.7%

‒17.0%

14.3%

‒2.4%

13.1%

3.9%

3.3%

外航クルーズ目的別シェア推移
目的
レジャー

（うち日本船社）
インセンティブ
セミナー
団体旅行
交　流
計
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2005年 2006年 2007年 2008年（シェア） （シェア） （シェア） （シェア）

国内クルーズ目的別シェア推移
目的 2005年 2006年 2007年 2008年（シェア） （シェア） （シェア） （シェア）
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1.3%
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0.0%
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100.0%
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0
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0
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0

0

78,300

レジャー
（うちワンナイト）
インセンティブ
セミナー
団体旅行
交　流
その他
計

国内クルーズ人泊数の推移（外航クルーズ船のみ）
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旅館・ホテルに多大な被害

CO中毒事故
未然に防げ！

警報器の種類と違い ガス警報器工業会　09年6月調べ

火災警報器
ガス警報器

ＬＰガス式 都市ガス式

天井

壁（上方）

熱式（熱で警報）

煙式（煙で警報）

消防法

義務化

自動検知機能が付いている場
合は交換期限はない

電池（10年ぐらいはもつが保証
はしていない）またはＡＣ100Ｖ

ガス事業者

天井

ＡＣ100Ｖ

5年

特定地下街のみ

ガス事業法

都市ガスが漏れたとき反応

品質保証・賠償保障5年

壁（上方）

天井

ＡＣ100Ｖ

5年

一部義務化あり

ＬＰガスが漏れたとき反応

品質保証・賠償保障5年

液石ガスの保安の確保及び取
引の適正化に関する法規

壁（下方）

ガス販売事業者

CO警報器

天井

ＡＣ100Ｖまたは電池

5年

なし

なし

ＣＯで反応（不安全燃焼）

品質保証・賠償保障5年

壁（上方）

ガス販売事業者
ガス事業者

警報器の種類

主な販売ルート

取り付け場所

警報する対象

法律

交換期限

保証期限 品質保証1年

電源

火災警報器

ＬＰガス警報器

都市ガス警報器 ガスとＣＯ

ＣＯ（一酸化炭素のみ）

火災とＣＯ（重要）

火災とＣＯ（重要）

※電気店等（ガス店でも可）

※ＬＰ販売店で取扱い

※都市ガス事業者で取扱い

火災とガスとＣＯ

火災とガスとＣＯ

【組み合わせ】

おもに電気店（ガス販売店でも
取り扱いあり）
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００８８年年ククルルーーズズ人人口口
前前年年比比３３％％増増のの１１９９万万人人

国土交通省調べ

６
月
２
日
、
山
口
県
美
祢
市
の
山
口
秋
芳
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
、
修
学
旅
行
生
２２
人
が
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
同
行
の

カ
メ
ラ
マ
ン
１
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
一
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
）
中
毒
事
故
が
起
こ
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
社
長
は
会
見
で

「
安
全
管
理
の
認
識
が
薄
か
っ
た
」
と
反
省
の
言
葉
を
述

べ
た
が
、
結
局
、
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
旅
館
・
ホ

テ
ル
業
の
防
災
の
あ
り
方
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
る
事
故
と

言
え
そ
う
だ
。

Ｃ
Ｏ
は
炭
や
石
油
、
ガ
ス

な
ど
の
不
完
全
燃
焼
に
よ
り

発
生
す
る
が
、
無
色
・
無
臭

の
た
め
発
生
し
て
も
気
が
付

き
に
く
い
。
Ｃ

Ｏ
も
濃
度
に
よ

っ
て
は
頭
痛
が

起
こ
っ
た
り
、

最
悪
の
場
合
、

死
に
至
る
こ
と

も
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
中
毒
事
故
は
正
し
い

換
気
を
行
う
こ
と
で
防
止
す

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
う
っ

か
り
し
て
換
気
を
忘
れ
る
場

合
も
あ
る
。
「
Ｃ
Ｏ
警
報
器

ま
た
は
複
合
型
警
報
器
（
火

災
と
Ｃ
Ｏ
と
ガ
ス
）
を
設
置

し
て
い
れ
ば
よ
り
安
全
」
と

い
う
の
は
ガ
ス
警
報
器
工
業

会
（
東
京
都
港
区
、
重
盛
徹

志
会
長
）
。

同
工
業
会
が
一
般
消
費
者

を
対
象
に
ガ
ス
警
報
器
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た

と
こ
ろ
、「『
空
気
が
汚
れ
て

危
険
で
す
』
と
警
報
器
が
な

り
、
点
検
し
て
も
ら
っ
た
ら

不
完
全
燃
焼
と
い
わ
れ
、
器

具
を
交
換
し
ま
し
た
」
「
ガ

ス
コ
ン
ロ
の
点
火
ス
イ
ッ
チ

を
押
し
、
そ
の
場
を
離
れ
し

ば
ら
く
経
っ
た
こ
ろ
、
聞
き

慣
れ
な
い
音
に
驚
い
た
こ
と

が
あ
る
。
点
火
の
確
認
を
怠

っ
て
い
た
。
警
報
器
に
助
け

て
も
ら
っ
た
」
な
ど
の
声
が

あ
っ
た
。

都
市
ガ
ス
は
空
気
よ
り
軽

い
の
で
ガ
ス
漏
れ
の
場
合
は

天
井
近
く
に
た
ま
り
、
空
気

よ
り
重
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
床
の

近
く
に
た
ま
る
。そ
の
た
め
、

警
報
器
は
ガ
ス
の
種
類
に
合

わ
せ
、
正
し
い
位
置
に
取
り

付
け
る
必
要
が
あ
る
。

最
近
で
は
１
台
で
ガ
ス
漏

れ
以
外
に
、
火
災
や
ガ
ス
の

不
完
全
燃
焼
で
発
生
し
た
Ｃ

Ｏ
も
感
知
で
き
る
複
合
型
警

報
器
も
開
発
さ
れ
て
お
り
、

感
知
し
た
内
容
に
よ
っ
て
声

で
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

Ｃ
Ｏ
警
報
器
は
単
体
で
９

５
０
０
円
、
複
合
型
で
１
万

５
千
円
程
度
だ
が
、
Ｃ
Ｏ
事

故
に
よ
る
被
害
の
大
き
さ
を

考
え
れ
ば
決
し
て
高
く
は
な

い
。同

工
業
会
は
旅
館
・
ホ
テ

ル
に
対
し「『
当
館
は
Ｃ
Ｏ
警

報
器
も
設
置

し
て
お
り
、

万
全
の
体
制

を
と
っ
て
い

ま
す
』
と
い

う
の
も
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

「
警
報
器
」設
置
で

安
全
性
ア
ピ
ー
ル

Ｃ
Ｏ
警
報
器

０８
年
の
ク
ル
ー
ズ
人
口
は
、
国
内
・
外
航
合
わ
せ
て

前
年
比
３
・
３
％
増
の
約
１９
万
人
と
な
り
、
２
年
連
続

で
増
加
し
た
こ
と
が
、
国
土
交
通
省
の
ま
と
め
で
分
っ

た
（
一
部
既
報
）
。
国
内
は
同
１
％
減
と
微
減
。
約
８

万
７
千
人
に
と
ど
ま
り
、
「
底
堅
い
一
方
で
、
頭
打
ち

の
傾
向
が
み
ら
れ
る
」
（
同
省
）
。

日
本
船
社
が
運
航
す
る
外
航
ク
ル
ー
ズ
船
利
用
者

は
、
同
６
％
減
の
２
万
人
、
外
国
船
社
の
利
用
者
は
同

１１
％
増
の
約
８
万
３
千
人
。
利
用
目
的
は「
レ
ジ
ャ
ー
」

が
９４
％
で
１
位
。
国
内
ク
ル
ー
ズ
は
、
ク
ル
ー
ズ
の
長

さ
を
示
す
人
泊
数
が
１
〜
３
泊
で
全
体
の
約
８
割
弱
。

人
泊
数
が
約
２２
万
５
千
人
、
平
均
泊
数
が
２
・
６
泊
で

い
ず
れ
も
前
年
よ
り
減
少
し
た
。
利
用
目
的
は
レ
ジ
ャ

ー
が
最
多
だ
っ
た
。

国
内
は
１
％
減「
底
堅
い
が
頭
打
ち
」

http://www.gkk.gr.jp



